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(57)【要約】
　本発明は、強盗又は窃盗などの不正行為に対して、セ
キュリティ文書、特に銀行券を保護する分野に関する。
特に、本発明は、不可逆的に磁気的に誘導された画像又
はパターンを生成するためのインク組成物の分野に関し
、該インクは、磁場の印加時に配向可能であり、且つ１
種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有する少なくと
も１つの第１の部分（２）並びに１種又は複数種の磁性
又は磁化可能な材料を含有する少なくとも１つの第２の
部分（３）を含む、多色性微小球、好ましくは二色性微
小球（１）を含み、該微小球（１）は、第１の部分とし
て、表面を有し且つ１種又は複数種の染料及び／又は顔
料を含有するコア（２）、並びに第２の部分として、該
コア（２）の表面の少なくとも一部を被覆し且つ１種又
は複数種の磁性又は磁化可能な材料を含有する部分コー
ティング（３）を含む。
【選択図】図２



(2) JP 2016-505644 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁場の印加時に配向可能であり、且つ１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有する
少なくとも１つの第１の部分（２）並びに１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料を含
有する少なくとも１つの第２の部分（３）を含む、多色性微小球、好ましくは二色性微小
球（１）を含み、不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成するためのイン
ク組成物であって、
　前記微小球（１）が、第１の部分として、表面を有し且つ１種又は複数種の染料及び／
又は顔料を含有するコア（２）、並びに第２の部分として、前記コア（２）の表面の少な
くとも一部を被覆し且つ１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料を含有する部分コーテ
ィング（３）を含む、インク組成物。
【請求項２】
　放射線硬化性組成物、熱乾燥組成物又はそれらの任意の組合せである、請求項１に記載
のインク組成物。
【請求項３】
　微小球（１）のコア（２）が、約１μｍ（ミクロン）～約１００μｍ（ミクロン）の間
の最長直径を有する、請求項１又は２に記載のインク組成物。
【請求項４】
　コア（２）の部分コーティング（３）が、微小球（１）のコア（２）の最長直径の約２
０％未満の厚さを有する、請求項１～３のいずれか一項に記載のインク組成物。
【請求項５】
　微小球（１）のコア（２）が、ポリマー材料、ガラス、セラミック及びそれらの混合物
からなる群から選択される材料から作られているマトリックス中に１種又は複数種の染料
及び／又は顔料を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載のインク組成物。
【請求項６】
　前記ポリマー材料が、ポリ（メチルメタクリレート）、ポリエチレン、ポリウレタン及
びそれらの混合物からなる群から選択される、請求項５に記載のインク組成物。
【請求項７】
　微小球（１）のコア（２）が、コレステリック液晶顔料、発光化合物、赤外線吸収化合
物及びそれらの混合物からなる群から選択される１種又は複数種の機械可読機能物質をさ
らに含む、請求項１～６のいずれか一項に記載のインク組成物。
【請求項８】
　１種又は複数種の前記磁性又は磁化可能な材料が、強磁性化合物、フェリ磁性化合物、
及びそれらの組合せ又は混合物からなる群から選択される、請求項１～７のいずれか一項
に記載のインク組成物。
【請求項９】
　基板上に不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成するための、請求項１
～８のいずれか一項に記載のインク組成物の使用。
【請求項１０】
　画像又はパターンが、硬化したインク組成物中に請求項１～９のいずれか一項に記載の
微小球（１）を含む、基板上の、不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターン。
【請求項１１】
　ｉ）凹版印刷、スクリーン印刷、フレキソ印刷、グラビア印刷及びインクジェット印刷
からなる群から選択される方法によって、基板の少なくとも一部に、請求項１～８のいず
れか一項に記載のインク組成物を適用して、コーティング又は層を形成するステップと、
　ｉｉ）ステップｉ）で得られた適用したインク組成物に磁場を印加することによって、
前記インク組成物に含まれる微小球（１）を磁気的に配向させて、配向したコーティング
又は層を形成するステップと、
　ｉｉｉ）ステップｉｉ）で得られた配向したインク組成物を硬化させて、硬化したイン
ク組成物を得て、配向した位置に微小球（１）を不可逆的に固定するステップと、
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を含む、基板上に不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成する方法。
【請求項１２】
　硬化及び／又は固化するステップｉｉｉ）が、揮発性化合物の物理的蒸発、ＵＶ－Ｖｉ
ｓ光線硬化、電子線硬化、酸化的細網化、化学的架橋及びそれらの組合せからなる群から
選択される方法によって行われる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンの、セキュリティ
要素又はデバイスとしての使用。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを含む、セキュリ
ティ要素又はデバイス。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを含有する１種又
は複数種のセキュリティ要素又はデバイスを含む、セキュリティ文書。
 
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の分野］
　[001]本発明は、不可逆的に磁気的に誘導された画像を生成するためのインク組成物の
分野に関し、より詳細には、セキュリティ文書上で、偽造又は違法な複製からそれらを保
護するために使用される不可逆的に磁気的に誘導された画像を生成するインク組成物に関
する。
【０００２】
　[002]カラー写真複写及び印刷物の品質が絶え間なく向上する中で、複製可能な効果を
有していない、銀行券、有価文書又はカード、乗車券又はカード、タックスバンデロール
及び製品ラベルなどのセキュリティ文書を提供し、そのようにして、偽造、改ざん又は違
法な複製からそれらを保護しようとする試みにおいて、これらの文書に様々なセキュリテ
ィ手段を組み込むことが従来行われてきた。セキュリティ手段の典型例としては、セキュ
リティスレッド、ウィンドウ、繊維、プランシェット、ホイル、デカール、ホログラム、
透かし、光学的可変顔料、磁性若しくは磁化可能な薄膜干渉顔料、干渉被覆粒子、熱変色
性顔料、フォトクロミック顔料、発光、赤外線吸収、紫外線吸収又は磁性化合物を含むセ
キュリティインクが挙げられる。
【０００３】
　[003]視角依存性の外観及びカラーシフト特性を呈するコーティング、印刷物及びマー
キングが銀行券及びセキュリティ文書上での有効な複写防止手段として使用されている（
「Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ」、ｅｄ．Ｒ．Ｌ．ｖａｎ　Ｒ
ｅｎｅｓｓｅ；２ｎｄ　ｅｄｉｔｉｏｎ、１９９８年、Ａｒｔｅｃｈ　Ｈｏｕｓｅ、Ｌｏ
ｎｄｏｎを参照のこと）。光学的可変インクは、光学的可変顔料（ＯＶＰ）、好ましくは
、例えば、米国特許第４，４３４，０１０号；米国特許第５，０８４，３５１号；米国特
許第５，１７１，３６３号；欧州特許出願公開第０２２７４２３号及び関連する文書に開
示されている薄膜光学干渉デバイスのフレークをベースにして配合される。
【０００４】
　[004]非光学的可変磁性顔料又はフレークは、セキュリティ機能として使用されている
。例えば、特開平０６－２９７８９０号公報は、写真複写防止セキュリティ機能を提供す
るように特別に配向される非光学的可変磁性顔料を開示している。
【０００５】
　[005]光学的可変インクからのアップグレードとして、光学的可変磁性顔料は、特別に
デザインされており、セキュリティ用途に使用される。セキュリティ目的のために使用す
ることができる光学的可変磁性顔料は、米国特許第４，８３８，６４８号；欧州特許出願
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公開第０６８６６７５号、国際公開第２００２／０７３２５０号パンフレット及び国際公
開第２００３／０００８０１号パンフレットに開示されている。対応するインク及びコー
ティング組成物は、国際公開第２００７／１３１８３３号パンフレットに開示されている
。
【０００６】
　[006]国際公開第２００５／００２８６６号は、固体又は固化したコーティング層にお
いて配向された光学的可変磁性フレークで表される高解像度画像を含む光学的に可変に印
刷されたセキュリティ要素を開示している。高解像度画像は、特定の磁気配向デバイスを
用いて生成される。セキュリティ文書は、最初に、光学的可変の磁性顔料フレークなどの
磁性又は磁化可能な粒子を含むインク又はコーティング組成物でインプリントされる。そ
の後、インプリントされた文書は、コーティングがまだ「湿っている」間に、しるしが彫
刻された磁化永久磁性プレートを備える磁気配向デバイスの磁場に曝露される。コーティ
ングの磁性又は磁化可能な粒子は、配向デバイスの磁場の影響を受けて配向され、これに
よって、該彫刻されたしるしの画像を形成する。その後、コーティングは、磁性又は磁化
可能な粒子をそれらの位置及び配向において動かないように固化される。
【０００７】
　[007]いくつかの印刷方法は、光学的可変磁性フレークを含むインク又はコーティング
組成物を適用するために利用可能であるのに対し、国際公開第２００５／００５８５号パ
ンフレットは、最も便利な方法はシルクスクリーン印刷法からなることを開示している。
実際、シルクスクリーン印刷は、印刷プロセスの間にフレークが破壊又は損傷されず、そ
のような方法で使用されるインク又はワニスが磁性フレークの適切で迅速な配向に有利で
ある比較的低い粘度を示すという利点を有することを確実にする。
【０００８】
　[008]米国特許第７，４４９，２１２号は、電場又は磁場によって光学的に変化可能で
ある材料を含むセキュリティ要素を開示している。光学的に変化可能である材料は、膨潤
剤を含有するマイクロカプセル内に封入され、バインダー中に組み込まれる。このように
して得られたセキュリティ要素は、セキュリティ文書に組み込まれてもよく、乾燥又は硬
化したバインダー内で１つの光学的状態から別の光学的状態に切り替えられてもよい。結
果的に、電場又は磁場内のセキュリティ文書を単に移動させることによって印刷された文
字の外観の形状を変化させることが可能である。
【０００９】
　[009]したがって、インク組成物中で容易で迅速に配向される磁性又は磁化可能な粒子
を含むインク組成物が依然として必要とされている。
【００１０】
　[010]本発明者らは、驚くべきことに、磁場の印加時に配向可能であり、１種又は複数
種の染料及び／又は顔料を含有する少なくとも１つの第１の部分（２）並びに１種又は複
数種の磁性又は磁化可能な材料を含有する少なくとも１つの第２の部分（３）を含み、ａ
）１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有するコア、並びにｂ）１種又は複数種の磁
性又は磁化可能な材料を含有する部分コーティングを含む、多色性微小球、好ましくは二
色性微小球を、従来のインク組成物中に組み込むことにより、任意の従来の印刷又はコー
ティング方法によって不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを形成することが
可能になることを見出した。
【００１１】
　[011]本明細書において、磁場の印加時に配向可能であり、且つ１種又は複数種の染料
及び／又は顔料を含有する少なくとも１つの第１の部分（２）並びに１種又は複数種の磁
性又は磁化可能な材料を含有する少なくとも１つの第２の部分（３）を含む、多色性微小
球、好ましくは二色性微小球を含む不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生
成するためのインク組成物が記載されている。さらに具体的には、本発明は、磁場の印加
時に配向可能であり、且つ１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有する少なくとも１
つの第１の部分（２）並びに１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料を含有する少なく
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とも１つの第２の部分（３）を含む、多色性微小球、好ましくは二色性微小球を含む不可
逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成するためのインク組成物であって、該
微小球、好ましくは二色性微小球が、第１の部分として、表面を有し且つ本明細書に記載
の１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有するコア（２）、並びに第２の部分として
、該コア（２）の表面の少なくとも一部を被覆し且つ本明細書に記載の１種又は複数種の
磁性又は磁化可能な材料を含有する部分コーティング（３）を含む、インク組成物、並び
に該インク組成物を製造するための方法に関する。
【００１２】
　[012]また、本明細書において、基板上に不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパタ
ーンを生成するための本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球の使用が
記載されている。
【００１３】
　[013]また、本明細書において、硬化したインク組成物中に本明細書に記載の多色性微
小球、好ましくは二色性微小球を含む、基板上の不可逆的に磁気的に誘導された画像又は
パターン；該不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成する方法；該不可逆
的に磁気的に誘導された画像又はパターンのセキュリティ要素又はデバイスとしての使用
；及び該セキュリティ要素又はデバイスを含むセキュリティ文書が記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　[014]本発明は、以下の非限定的な図面を用いて説明することができる。
【図１Ａ】１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有するコア（２）並びに１種又は複
数種の磁性又は磁化可能な材料を含有する部分コーティング（３）を含む、本発明に適し
た二色性微小球（１）の横断面を概略的に示す図である。図１Ａは、約５０％のコアの表
面の一部を被覆する部分コーティングを有する二色性微小球（１）を示す。
【図１Ｂ】１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有するコア（２）並びに１種又は複
数種の磁性又は磁化可能な材料を含有する部分コーティング（３）を含む、本発明に適し
た二色性微小球（１）の横断面を概略的に示す図である。図１Ｂは、約５０％未満のコア
の表面の一部を被覆する部分コーティングを有する二色性微小球（１）を示す。
【図２】磁気的に誘導された画像又はパターン（５）を形成するために、二色性微小球（
１）が磁場（４）の印加時に磁気的に配向され得る、本発明の方法の実施形態を示す図で
ある。
【００１５】
　[015]以下の定義は、説明において論じられ、特許請求の範囲に記載される用語の意味
を解釈するために使用される。
【００１６】
　[016]本明細書で使用される「ａ」という冠詞は、１つだけでなく２つ以上を示し、必
ずしもその指示対象の名詞を単数に限定するものではない。
【００１７】
　[017]本明細書で使用される「約」及び「実質的に」という用語は、問題の量又は値が
指定された値又は他のほぼ同じ値であってもよいことを意味する。語句は、示された値の
±５％の範囲内にある同様の値が、本発明による同等の結果又は効果を促進することを表
すものである。
【００１８】
　[018]本明細書で使用される「及び／又は」又は「又は／及び」という用語は、該群の
すべて又は唯一のいずれかの要素が存在し得ることを意味する。例えば、「Ａ及び／又は
Ｂ」は「Ａのみ若しくはＢのみ、又はＡとＢの両方」を意味するものとする。
【００１９】
　[019]本明細書で使用される「少なくとも」という用語は、１つ又は２つ以上、例えば
、１つ又は２つ又は３つを定義することを意味する。
【００２０】
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　[020]本明細書で使用される「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」という用語、又は「含む（
ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」若しくは「含んでいる（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」などの変形は
、述べられた機能、整数、ステップ若しくは構成要素、又は機能、整数、ステップ若しく
は構成要素の群を包含していることを意味すると理解されるが、他の１つ又は複数の機能
、整数、ステップ又は構成要素の存在又は追加を排除するものではない。
【００２１】
　[021]「組成物」という用語は、基板上に固体コーティングを形成することができ、限
定されるものではないが、印刷法により優先的に適用され得る任意の組成物を指す。
【００２２】
　[022]本明細書で使用される「顔料」という用語は、ＤＩＮ５５９４３：１９９３－１
１及びＤＩＮ　ＥＮ９７１－１：１９９６－０９において与えられた定義に従って理解さ
れるべきである。顔料は、染料とは対照的に、周囲の媒体に溶けない粉末又はフレーク形
態の材料である。
【００２３】
　[023]本明細書で使用される「染料」という用語は、適切な溶媒において色を付与し、
顔料とは対照的に、溶液として使用される物質を指す。
【００２４】
　[024]本発明は、２色以上の色を呈し、磁場において配向し得る微小球の使用に基づい
ている。本発明によれば、多色性微小球は二色性である、すなわち、それらが二色を呈す
ることが好ましい。本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球は、第１の
部分として、表面を有し且つ１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有するコア、並び
に第２の部分として該コアの表面の少なくとも一部を被覆し且つ１種又は複数種の磁性又
は磁化可能な材料を含有する部分コーティングを含む。微小球の一部が第１の色と知覚で
き、微小球の別の部分が異なる色と知覚できるように、該微小球を特定の配向にした時に
、所望のパターン、しるし等が形成され得る。本発明に適した好ましい二色性微小球は、
１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含有するコア、すなわち、着色されたコアの部分
コーティング及び１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料を含有する部分コーティング
により、光学異方性と磁気異方性を組み合わせる。コアの部分コーティングは、インク組
成物において微小球に異方性磁場配向性を付与する。
【００２５】
　[025]本明細書に記載の好ましくは二色性微小球のコアの色は、好ましくは二色性微小
球の部分コーティングの色と異なるので、多色性微小球、好ましくは二色性微小球は、光
学異方性を示す。微小球の異方性、すなわち、磁気及び光学特性は、例えば、色の濃淡と
３Ｄ効果を含む特定のデザインの作成を可能にする。硬化していない組成物、すなわち、
流体状態の組成物中に存在する場合、本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性
微小球は、本質的に自由に配向可能、すなわち、回転可能及び可動であり、磁場の印加時
に磁気的に回転し配向することができ、該配向及び位置は該組成物を硬化又は固化するこ
とによって恒久的に固定又は凍結される。結果的に、多色性微小球、好ましくは二色性微
小球を含む印刷されたインク組成物の光学特性は、磁気的に調節され、微調整され得る。
図２に示すように、微小球がコアの色を呈することができるように、コーティングの色を
呈することができるように、又は特定のデザインをもたらすこと、高コントラスト画像を
もたらすこと、色の濃淡をもたらすこと若しくは３Ｄ効果をもたらすことの両方の組合せ
を呈することができるように、本明細書に記載の二色性微小球は、印加磁場に応答して移
動し回転する。
【００２６】
　[026]本明細書に記載の好ましい二色性微小球のコアは、好ましくは実質的に球状であ
る。「実質的に球状」という用語は、実質的に円形又は楕円形である粒子を指す。
【００２７】
　[027]本明細書に記載の好ましい二色性微小球のコアは、好ましくは約１μｍ（ミクロ
ン）～約１００μｍ（ミクロン）の間、より好ましくは約１０μｍ（ミクロン）～約７５
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μｍ（ミクロン）の間、さらにより好ましくは約３０μｍ（ミクロン）～約６０μｍ（ミ
クロン）の間の最長直径を有する。これらのコアの最長直径の測定は、ＴＥＭ（透過型電
子顕微鏡）によって行われる。
【００２８】
　[028]本明細書に記載の多色性微小球のコア、好ましくは二色性微小球のコアは、マト
リックス中に１種又は複数種の染料及び／又は顔料を含む。１種又は複数種の染料及び／
又は顔料は、コアの総重量に対して、好ましくは約０．１～約７５重量パーセントの量で
、より好ましくは約０．５～約５０重量パーセントの量でマトリックス中に存在する。
【００２９】
　[029]マトリックスは、ポリマー材料、ガラス、セラミック及びそれらの混合物からな
る群から選択される材料で作られていることが好ましい。マトリックスは、ポリマー材料
からなる群から選択される材料で作られていることがより好ましい。ポリマー材料の典型
例としては、ポリ（メチルメタクリレート）、ポリエチレン、ポリウレタン及びそれらの
混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００３０】
　[030]本明細書に記載の多色性微小球のコア、好ましくは二色性微小球のコアは、コレ
ステリック液晶材料、発光化合物、ＵＶ吸収化合物、赤外線吸収化合物及びそれらの混合
物からなる群から選択される１種又は複数種の機械可読機能物質をさらに含んでいてもよ
い。本明細書に記載の多色性微小球のコア、好ましくは二色性微小球のコアは、発光化合
物、ＵＶ吸収化合物、赤外線吸収化合物及びそれらの混合物からなる群から選択される１
種又は複数種の機械可読機能物質をさらに含み得ることが好ましい。「機械可読機能物質
」という用語は、機械、デバイス、検出器又は円形偏光フィルター（機械可読セキュリテ
ィ物質のようなコレステリック液晶顔料の場合）及びＵＶランプ（発光化合物の場合）な
どの他の外部補助を使用した場合に可視となる情報を有するセキュリティ物質を指す。機
械可読機能物質は、認証用の特定の装置を使用することによって該材料を含む任意の物品
を認証する方法を付与するために、適切な形状、サイズ及び／又は状態で本明細書に記載
の多色性微小球のコア、好ましくは二色性微小球のコアに混合又は含まれ得る。セキュリ
ティ文書に含まれる機械検出可能なセキュリティ要素のような機械可読機能物質は、該セ
キュリティ要素を含むセキュリティ文書の検証に必要な条件を提供するために検出器又は
他の外部補助を必要とする。１種又は複数種の機械可読機能物質は、好ましくは当技術分
野で既知の量及び形態で存在する。但し、それらの量は特定の装置によって認証されるよ
うに十分多く、それらの量は多色性微小球のコア、好ましくは二色性微小球のコアの色を
実質的に損なう又は干渉することがないことを条件とする。例えば、１種又は複数種の機
械可読機能物質は、コアの総重量に対して、５～７５重量％の間の量で存在する。
【００３１】
　[031]多色性微小球の部分コーティング、好ましくは二色性微小球の部分コーティング
は、１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料を含む。
【００３２】
　[032]図１Ａ及び１Ｂに示すように、本発明に適した二色性微小球（１）は、１種又は
複数種の染料及び／又は顔料を含有するコア（２）、並びに１種又は複数種の磁性又は磁
化可能な材料を含有する部分コーティング（３）を含む。図１Ａは、約５０％のコアの表
面の一部を被覆する部分コーティング（３）を有する二色性微小球（１）を示し、図１Ｂ
は、約５０％未満のコアの表面の一部を被覆する部分コーティング（３）を有する二色性
微小球（１）を示す。部分コーティングは、好ましくは二色性微小球のそれぞれの総表面
積に対する表面％として、約２０％～約６０％のコアの表面の一部を被覆することが好ま
しい。部分コーティングは、約４０％～約５５％のコアの表面の一部を被覆することがよ
り好ましい。本明細書に記載の部分コーティングは、コアの表面の一部の上に連続的に存
在してもよく、例えば、コア上の１つ又は複数のパターンの形態で不連続的に存在しても
よく、このように形成された１つ又は複数のパターンは微小球の第２の部分を構成する。
本明細書に記載の部分コーティングはコア上に連続的に存在することが好ましい。
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【００３３】
　[033]コアの部分コーティングは、コアの最長直径の約２０％未満、好ましくは１～１
９％、より好ましくは５～１５％の厚さを有することが好ましい。
【００３４】
　[034]本明細書に記載の多色性微小球の部分コーティング、好ましくは二色性微小球の
部分コーティングは、１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料を含む。本明細書に記載
の多色性微小球の部分コーティング、好ましくは二色性微小球の部分コーティングは、微
小球のコアについて上記に記載されたものなどのマトリックス中に分散又は混合される本
明細書に記載の１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料で作られていてもよく、以下に
記載されるものなどの１種又は複数種のバインダー中に分散又は混合される本明細書に記
載の１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料で作られていてもよい。１種又は複数種の
磁性又は磁化可能な材料は、強磁性化合物、フェリ磁性化合物、及びそれらの組合せ又は
混合物、すなわち、それらの保磁力値とは独立したワイスドメインを有する磁性材料から
なる群から選択されることが好ましい。１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料は、硬
磁性であっても軟磁性であってもよい。Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｎｄａｒｄ
　ＩＥＣ６０４０４－１、ｓｅｃｏｎｄ　ｅｄｉｔｉｏｎに定義されているように、「硬
磁性」又は「永久磁性」は、１０００Ａ／ｍよりも高い保磁力を有する材料を指すのに対
して、「軟磁性」又は「磁化可能」は１０００Ａ／ｍ以下の保磁力を有する材料を指す。
適切な磁性又は磁化可能な材料の典型例としては、コバルト；鉄；ニッケル；マンガン、
コバルト、鉄又はニッケルの磁性合金；クロム、マンガン、コバルト、鉄又はニッケルの
磁性純粋又は混合酸化物が挙げられるが、これらに限定されない。磁性酸化物の例として
は、ヘマタイト（Ｆｅ２Ｏ３）、マグネタイト（Ｆｅ３Ｏ４）、磁性フェライト（ＭＦｅ

２Ｏ４）、磁性ヘキサフェライト（ＭＦｅ１２Ｏ１９）、酸化コバルト（Ｃｏ３Ｏ４）及
び二酸化クロム（ＣｒＯ２）（Ｍは、２価金属イオンである）などの純粋及び混合酸化鉄
が挙げられるが、これらに限定されない。１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料は、
当技術分野で既知の量で存在する。但し、それらの量は磁場発生デバイスによって配向可
能となるように十分多いことを条件とする。本明細書に記載の多色性微小球の部分コーテ
ィング、好ましくは二色性微小球の部分コーティングは、部分コーティングの総重量に対
して、好ましくは約３０～約７５重量％の量の１種又は複数種の磁性又は磁化可能な材料
を含む。
【００３５】
　[035]本明細書に記載の好ましい二色性微小球は、コア及び１種又は複数種の磁性又は
磁化可能な材料を含有する部分コーティングを含む多色性、好ましくは二色性微小球を生
成するように、有利には、基板によって支持された微小球上に１種又は複数種の磁性又は
磁化可能な材料を滑らかに堆積させ、次いで、得られた部分的にコーティングされた、例
えば、半分コーティングされた微小球を溶液に懸濁し、改変するステップを含む製造方法
によって調製することができる。開示された方法は、Ｊ．Ｎ．Ａｎｋｅｒ及びＲ．Ｋｏｐ
ｅｌｍａｎ、「Ｍａｇｎｅｔｉｃａｌｌｙ　ｍｏｄｕｌａｔｅｄ　ｏｐｔｉｃａｌ　ｎａ
ｎｏｐｒｏｂｅｓ」、Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．Ｌｅｔｔ．（８２）、１１０２、２００３年
によって、又は米国特許出願公開第２００６／０００８９２４号に記載されている。磁性
又は磁化可能な材料は、超高真空（ＵＨＶ）蒸着を用いて微小球に適用することができる
。開示された方法は、Ｂ．Ｈ．ＭｃＮａｕｇｈｔｏｎらによって、「Ｆａｂｒｉｃａｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　ｕｎｉｆｏｒｍ　ｈａｌｆ－ｓｈｅｌｌ　ｍａｇｎｅｔｉｃ　ｎａｎｏｐａ
ｒｔｉｃｌｅｓ　ａｎｄ　ｍｉｃｒｏｓｐｈｅｒｅｓ　ｗｉｔｈ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　ａｓ　ｍａｇｎｅｔｉｃａｌｌｙ　ｍｏｄｕｌａｔｅｄ　ｏｐｔｉｃａｌ　ｎａｎ
ｏｐｒｏｂｅｓ」（２００５年６月１５日にＡｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．Ｌｅｔｔ．に提出され
た）に記載されている。
【００３６】
　[036]本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球は、本発明によるイン
ク組成物に含まれ、埋め込まれている。本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色
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性微小球は、従来の印刷又はコーティング方法によって基板に適用される従来のインクに
含まれる任意の従来の顔料として使用することができる。本明細書に記載の多色性微小球
、好ましくは二色性微小球は、該インク組成物を印刷又はコーティングするために選択さ
れる印刷又はコーティング方法、及び選択される硬化方法に従って、従来のインク又はコ
ーティング組成物に組み込むことができる
【００３７】
　[037]本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球は、インク組成物の総
重量に対して、好ましくは約１～約５０重量パーセントの量で、より好ましくは約５～約
４０重量パーセントの量で、さらにより好ましくは約１０重量パーセント～約２０重量パ
ーセントの量で本発明によるインク組成物中に存在する。
【００３８】
　[038]不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成するための本発明による
インク組成物は、凹版印刷用組成物若しくはインク、スクリーン印刷用組成物若しくはイ
ンク、フレキソ印刷用組成物若しくはインク、グラビア印刷用組成物若しくはインク、又
はインクジェットインク若しくは組成物であってもよく、それに対応して、凹版、スクリ
ーン印刷、フレキソ、グラビア又はインクジェット印刷において使用することができる。
本明細書に記載のインク組成物の粘度は、基板上にこのインク組成物を適用するために選
択された印刷方法に依存する。アプリケーション方法が凹版印刷（当技術分野で銅版凹版
印刷又は彫刻鋼製金型印刷とも呼ばれる）で構成される場合、典型的には、粘性又はペー
スト状のインク組成物が必要とされるのに対して、スクリーン印刷、フレキソ印刷及びグ
ラビア印刷を含むアプリケーション方法には液体インク組成物が必要とされる。適切な配
合物の例は、例えば、Ｔｈｅ　Ｐｒｉｎｔｉｎｇ　Ｉｎｋ　Ｍａｎｕａｌ、Ｅｄ　Ｒ．Ｈ
．Ｌｅａｃｈ、Ｒ．Ｊ．Ｐｉｅｒｃｅ、５ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎにおいて見出すことがで
きる。本発明によるインク組成物は、凹版印刷用組成物又はインク、スクリーン印刷用組
成物又はインク、フレキソ印刷用組成物又はインク、及びグラビア印刷用組成物又はイン
クからなる群から選択されることが好ましい。
【００３９】
　[039]本発明によるインク組成物は、予め規定されたデザインを有するマーキングとし
て基板上に適用されてもよい。予め規定されたデザインは、限定されないが、円形、多角
形、正方形であることができ；それは、これらに限定されないが、シンボル、モチーフ、
文字、言葉、数字、ロゴ及び図面を含むしるしであることができる。
【００４０】
　[040]基板上に本発明によるインク組成物を適用するために使用される印刷又はコーテ
ィング方法、及び硬化方法に応じて、異なるバインダーが使用され得る。本発明によるイ
ンク組成物は、好ましくは、放射線硬化性組成物、熱乾燥組成物又はそれらの任意の組合
せである。適切な配合物の例は、例えば、Ｔｈｅ　Ｐｒｉｎｔｉｎｇ　Ｉｎｋ　Ｍａｎｕ
ａｌ、Ｅｄ　Ｒ．Ｈ．Ｌｅａｃｈ、Ｒ．Ｊ．Ｐｉｅｒｃｅ、５ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎにお
いて見出すことができる。熱乾燥組成物は、熱風、赤外線によって又は熱風と赤外線の組
合せによって乾燥させる水性組成物又は溶媒ベースの組成物の任意のタイプの組成物から
なる群から選択されてもよい。放射線硬化性組成物は、ＵＶ－可視光線（以下、ＵＶ－Ｖ
ｉｓ－硬化性と呼ぶ）又は電子線（以下、ＥＢと呼ぶ）によって硬化させることができる
組成物からなる群から選択されてもよい。放射線硬化性組成物は、当技術分野において既
知であり、ＳＩＴＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄと共同してＪｏｈｎ　Ｗｉ
ｌｅｙ＆Ｓｏｎｓによって１９９７～１９９８年に７巻で出版された「Ｃｈｅｍｉｓｔｒ
ｙ＆Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　ＵＶ＆ＥＢ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｃｏ
ａｔｉｎｇｓ，Ｉｎｋｓ＆Ｐａｉｎｔｓ」シリーズなどの標準的な教本において見出すこ
とができる。
【００４１】
　[041]上述のインク組成物は、１種又は複数種のコレステリック液晶材料をさらに含ん
でいてもよい。コレステリック相の液晶は、その分子の長手方向軸線に垂直である、らせ
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ん超構造の形態の分子秩序を示す。らせん超構造は、液晶材料全体にわたる周期的な屈折
率変調の起点にあり、光の決められた波長の選択的な透過／反射（干渉フィルター効果）
をもたらす。観察される色は、液晶材料によって所与の温度で採用されたコレステリック
らせん構造における物理的反射効果によるものである（Ｊ．Ｌ．Ｆｅｒｇａｓｏｎ、Ｍｏ
ｌｅｃｕｌａｒ　Ｃｒｙｓｔａｌｓ、Ｖｏｌ．１、２９３～３０７ページ（１９６６年）
を参照のこと）。コレステリック液晶ポリマーは、キラル相を有する１種又は複数種の架
橋性物質（ネマチック化合物）を整列及び配向させることによって得ることができる。ピ
ッチは、温度及び溶媒濃度を含む選択可能な因子を変化させることによって、キラル成分
（複数可）の性質及びネマチック化合物とキラル化合物の比を変化させることによって特
に調整することができる。この変化、すなわち、分子らせんのピッチは、コレステリック
液晶材料によって反射される波長の変化をもたらす。得られるコレステリック液晶ポリマ
ーの色が温度などの外部因子にもはや依存しないように、三次元架橋（硬化又は重合反応
とも記載される）は、所望のらせん形を固定することによってピッチを所定の状態で凍結
させる。らせん状分子配列の特定の状況は、コレステリック液晶材料が決められた波長範
囲内の円偏光成分を反射する特性を示すことにつながる。人間の目は、それが受け取って
いる、コレステリック液晶顔料の円偏光効果などの光の偏光状態を検出できないので、例
えば、偏光フィルターなどのデバイスが必要とされる。典型的には、表示装置は、対の円
偏光フィルター、左円偏光フィルター及び右円偏光フィルターを備える。コレステリック
液晶材料は、その後、所望の粒径にポリマーを粉砕することにより、コレステリック液晶
顔料に成形され得る。コレステリック液晶ポリマー及びそれらの調製物から作られている
フィルム並びに顔料の例は、それぞれの開示が参照として本明細書に組み込まれる、米国
特許第５，２１１，８７７号；米国特許第５，３６２号；米国特許第６，４２３，２４６
号、並びに欧州特許出願公開第１２１３３３８号；欧州特許出願公開第１０４６６９２号
及び欧州特許出願公開第０６０１４８３に開示されている。コレステリック液晶ポリマー
の多層から作られている顔料も本発明に適切であり得、そのようなコレステリック液晶顔
料の例は、参照として本明細書に組み込まれる、国際公開第２００８／０００７５５号に
開示されている。１種又は複数種のコレステリック液晶材料は、存在する場合、インク組
成物の総重量に対して、好ましくは約５～約３０重量パーセントの量で存在する。
【００４２】
　[042]上述のインク組成物は、発光化合物、ＵＶ吸収材料、赤外線吸収化合物及びそれ
らの混合物からなる群から独立して選択される１種又は複数種の機械可読機能物質をさら
に含んでいてもよい。１種又は複数種の機械可読機能物質は、好ましくは、当技術分野で
既知の量及び形態で存在する。但し、それらの量は特定の装置によって認証されるように
十分多いことを条件とする。例えば、１種又は複数種の機械可読機能物質は、インク組成
物の総重量に対して、０．１～３０重量％の間の量で存在する。
【００４３】
　[043]発光化合物は、セキュリティ用途においてマーキング材料として広く使用されて
いる。発光化合物は、無機（発光イオンがドープされた無機ホスト結晶又はガラス）、有
機又は有機金属（発光イオン（複数可）と有機配位子（複数可）の錯体）物質であっても
よい。発光化合物は、それらに作用する特定のタイプのエネルギーを吸収し、その後、こ
の吸収されたエネルギーを少なくとも部分的に電磁放射線として放出することができる。
発光化合物は、特定の波長の光で曝露し、放出された光を分析することによって検出され
る。ダウンコンバート発光化合物は、高周波数（短波長）で電磁放射線を吸収し、低周波
数（長波長）で少なくとも部分的にそれを再放出する。アップコンバート発光化合物は、
低周波数で電磁放射線を吸収し、高周波数で少なくとも部分的にその一部を再放出する。
発光材料の光放出は、原子又は分子中の励起状態から生じる。そのような励起状態の放射
減衰は特徴的な減衰時間を有し、減衰時間は材料に依存し、１０－９秒から様々な時間ま
での範囲であり得る。短寿命の発光放出は、通常、蛍光と呼ばれているのに対して、長寿
命の放出は燐光と呼ばれている。蛍光性化合物と燐光性化合物は、両方とも機械可読機能
の実現に適している。燐光性化合物の場合、減衰特性の測定を行うこともでき、機械可読
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機能として使用することができる。顔料形態の発光化合物は、インクに広く使用されてい
る（米国特許第６５６５７７０号、国際公開第２００８／０３３０５９号及び国際公開第
２００８／０９２５２２号を参照のこと）。発光化合物の例としては、とりわけ、国際公
開第２００９／００５７３３号又は米国特許第７１０８７４２号に記載されているものな
ど、遷移金属及び希土類イオン；希土類酸硫化物、並びに希土類金属錯体からなる群から
選択された少なくとも１つの発光カチオンがドープされた硫化物、酸硫化物、リン酸塩、
バナジン酸塩等の非発光カチオンが挙げられる。無機化合物材料の例としては、Ｌａ２Ｏ

２Ｓ：Ｅｕ、ＺｎＳｉＯ４：Ｍｎ及びＹＶＯ４：Ｎｄが挙げられる。
【００４４】
　[044]赤外線（ＩＲ）吸収化合物、すなわち、電磁スペクトルの近赤外（ＮＩＲ）範囲
、最も一般的には７００ｎｍ～２５００ｎｍの波長範囲で吸収する化合物は、広く既知で
あり、印刷文書にそれらの認証を支援する追加の隠れたセキュリティ要素を付与するため
に、セキュリティ用途においてマーキング材料として使用されている。例えば、ＩＲ機能
は、決められた紙幣を認識し、その真正性を確認するために、特にカラー複写機によって
作られたレプリカと区別するために、銀行及び販売用途（現金自動預け払い機、自動販売
機等）において、自動貨幣処理装置で使用するために銀行券に実装されている。ＩＲ吸収
化合物としては、ＩＲ吸収無機化合物、相当量のＩＲ吸収原子若しくはイオン、又は協同
効果としてＩＲ吸収を表示する実体を含むガラス、ＩＲ吸収有機化合物及びＩＲ吸収有機
金属化合物（別個のカチオン及び／若しくは別個の配位子のいずれか、又は両方共にＩＲ
吸収特性を有するカチオン（複数可）と有機配位子（複数可）の錯体）が挙げられる。Ｉ
Ｒ吸収化合物の典型例としては、とりわけ、カーボンブラック、キノン－ジインモニウム
又はアミニウム塩、ポリメチン（例えば、シアニン、スクアライン、クロコナイン）、フ
タロシアニン又はナフタロシアニン型（ＩＲ吸収π系、ジチオレン、クアテリレンジイミ
ド、リン酸銅、リン酸イッテルビウム、六ホウ化ランタン、インジウムスズ酸化物、ナノ
粒子形態のアンチモンスズ酸化物及びドープされた酸化スズ（ＩＶ）（ＳｎＯ４結晶の協
同特性））が挙げられる。赤外線吸収が、国際公開第２００７／０６０１３３号に記載さ
れているものなど、遷移元素原子又はイオンのｄ殻内の電子遷移の結果である遷移元素化
合物を含むＩＲ吸収化合物もまた、本発明のために使用することができる。
【００４５】
　[045]本発明によるインク組成物は、限定されないが、色材、及びｐＨ値、粘度（例え
ば、溶媒及び界面活性剤）、一貫性（例えば、充填剤及び可塑剤）、発泡特性（例えば、
消泡剤）、潤滑性（ワックス）、ＵＶ安定性（光増感剤及び光安定剤）等のインクの物理
的並びに化学的パラメータを調整するために使用される化合物並びに材料を含む１種又は
複数種の添加剤をさらに含んでいてもよい。本明細書に記載の添加剤は、粒子の少なくと
も１つの寸法は１～１０００ｎｍの範囲にある、いわゆるナノ材料の形態を含む当技術分
野で既知の量及び形態で、本明細書に開示されたインク組成物中に存在していてもよい。
【００４６】
　[046]本発明によるインク組成物は、バインダー、本明細書に記載の多色性微小球、好
ましくは二色性微小球、及び存在する場合、それぞれ任意選択の添加剤又は成分を、分散
させ又は混合し、これにより液体又はペースト状のインクを形成することによって調製す
ることができる。本明細書に記載のインク組成物が放射線硬化性インク組成物である場合
、１種又は複数種の光開始剤は、すべての他の成分の分散若しくは混合ステップの間、又
は後の段階、すなわち、液体若しくはペースト状のインクが形成された後のいずれかにお
いてインク組成物に添加されてもよい。
【００４７】
　[047]本発明によるインク組成物は、インク組成物に含まれる微小球の磁気配向によっ
て不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成するのに特に適している。本明
細書の記載は、基板上に不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成するため
の本発明によるインク組成物の使用である。本発明によれば、不可逆的に磁気的に誘導さ
れた画像又はパターンは、形成された後にその磁気配向を維持し、さらに磁場を印加する
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ことによって元に戻すことができない画像又はパターンである。
【００４８】
　[048]本明細書の記載は、硬化したインク組成物中に本明細書に記載の多色性微小球、
好ましくは二色性微小球を含む、基板上の不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパター
ンである。
【００４９】
　[049]本明細書の記載は、不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを調製又は
生成する方法、及びその得られる不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成
する方法である。不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンを調製又は生成する本
発明による方法は、ｉ）基板上に本明細書に記載のインク組成物を適用して、コーティン
グ又は層を形成するステップと；ｉｉ）ステップｉ）で得られた適用したインク組成物に
磁場を印加することによって、本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球
を磁気的に配向させて、配向したインク組成物を形成するステップと；ｉｉｉ）ステップ
ｉｉ）で得られた配向したインク組成物を硬化させて、硬化したインク組成物を得て、本
明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球を配向した位置に不可逆的に固定
するステップとを含む。
【００５０】
　[050]上述したように、本発明のインク組成物が適用される本明細書に記載の基板は、
セキュリティ文書の本質的な部分、すなわち、不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパ
ターンが、好ましくは印刷方法によってセキュリティ文書上に直接適用される部分で構成
されてもよい。或いは、不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンは、例えば、セ
キュリティスレッド、セキュリティストライプ、ホイル、デカール又はラベルなどの補助
基板上に生成され、結果的に別のステップにおいてセキュリティ文書に転写されてもよい
。それらの基板及びインク組成物をそれらの上に適用する方法は、当技術分野において既
知であり、本明細書において詳細に説明する必要はない。
【００５１】
　[051]本明細書に記載のインク組成物は、凹版印刷、スクリーン印刷、フレキソ印刷、
グラビア印刷、インクジェット印刷及びそれらの組合せからなる群から選択される方法、
好ましくは、凹版印刷、スクリーン印刷、フレキソ印刷、グラビア印刷及びそれらの組合
せからなる群から選択される方法によって、本明細書に記載の基板に適用することができ
る。これらの方法は当業者に周知であり、例えば、Ｐｒｉｎｔｉｎｇ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ、Ｊ．Ｍ．Ａｄａｍｓ及びＰ．Ａ．Ｄｏｌｉｎ、Ｄｅｌｍａｒ　Ｔｈｏｍｓｏｎ　Ｌ
ｅａｒｎｉｎｇ、５ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎに記載されている。
【００５２】
　[052]インク組成物は、まだ十分に湿っている又は柔らかくて本明細書に記載の多色性
微小球、好ましくは二色性微小球が配向（例えば、移動及び／又は回転）され得る間に、
好ましくは二色性微小球を配向させるために磁場に供される。多色性微小球、好ましくは
二色性微小球を磁気的に配向させるステップは、本明細書に記載されている。本明細書に
記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球を磁気的に配向させるステップ（ステップ
ｉｉ））は、適用したコーティング又は層を、それが「湿っている」間に、磁場発生デバ
イスの表面で発生した決められた磁場に曝露し、それによって、本明細書に記載の多色性
微小球、好ましくは二色性微小球を磁場の磁力線に沿って配向させるステップ、すなわち
、コーティングした基板を磁場発生デバイスに十分に接近させる又は接触させるステップ
を含む。磁場発生デバイスは、基板側又はインク組成物側のいずれに配置し得る。この接
近又は近づけることは、コーティング中の本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二
色性微小球が磁場に対して自身を配向させることを可能にする。基板は実際には磁気デバ
イスと接触させてもよいことに注目すべきである。或いは、非常に小さい空隙、又は磁場
発生デバイスと基材の間に中間分離層が設けられてもよい。適切に磁場の磁力線を形成す
ることによって、本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球は、適切で広
く利用可能でない材料なしで偽造することが不可能でない場合は非常に困難である、対応
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する磁気的に誘導された画像又はパターンを生成する任意の所望のパターンに配向させる
ことができる。磁場発生デバイスは、さらに表面レリーフ、彫刻又は切り欠きを有し得る
磁性板を備える。国際公開第２００５／００２８６６号及び国際公開第２００８／０４６
７０２号が、そのような彫刻された磁性板の例である。本明細書に記載の基板上に不可逆
的に磁気的に誘導された画像又はパターンを生成するために使用される磁場発生デバイス
は、印刷機の回転ユニットの一部であってもよく；このような場合、基板との良好な接触
を確保するために、回転ユニットの円筒面に対応してデザインされ適合される。
【００５３】
　[053]本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球を磁気的に配向させる
ステップ（ステップｉｉ））は、ステップｉ）と同時に又はコーティングステップｉ）に
続いてのいずれかにおいて行うことができる。
【００５４】
　[054]インク組成物中の本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球は、
磁気的に配向された後、固体コーティング（ステップｉｉｉ））を形成するようにインク
組成物を硬化させることによって、不可逆的に配向され、それらの配向及び位置に固定さ
れる。「硬化」という用語は、適用した組成物を、それが適用された表面からもはや除去
することができないような方法で、乾燥又は凝固、反応又は重合させることを含むプロセ
スを指す。硬化ステップは、溶媒又は水の蒸発（例えば、物理的乾燥）；限定されないが
、紫外線－可視（以下、ＵＶ－Ｖｉｓと呼ぶ）光線硬化及び電子線硬化（Ｅビーム）を含
む照射メカニズム；酸化重合（酸素、並びにコバルト含有及びマンガン含有触媒などの１
種又は複数種の触媒の共同作用により誘導される酸化的細網化）；架橋反応又はそれらの
任意の組合せに基づくことができる。放射線硬化が特に好ましく、ＵＶ－Ｖｉｓ光線硬化
がさらにより好ましいが、それは、これらの技術が、有利には、非常に迅速な硬化プロセ
スにつながり、したがって、本発明による硬化したインク組成物を含む任意の物品を調製
する時間を大幅に減少させるからである。放射線硬化性組成物は、当技術分野において既
知であり、ＳＩＴＡ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄと共同してＪｏｈｎ　Ｗｉ
ｌｅｙ＆Ｓｏｎｓによって１９９７～１９９８年に７巻で出版された「Ｃｈｅｍｉｓｔｒ
ｙ＆Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　ＵＶ＆ＥＢ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｃｏ
ａｔｉｎｇｓ，Ｉｎｋｓ＆Ｐａｉｎｔｓ」シリーズなどの標準的な教科書において見出す
ことができる。放射線硬化性ベースコート組成物及び本明細書に記載の放射線硬化性ベー
スコート組成物は、ＵＶ－Ｖｉｓ硬化性組成物であることが好ましい。
【００５５】
　[055]硬化ステップ（ステップｉｉｉ））は、本明細書に記載の多色性微小球、好まし
くは二色性微小球を磁気的に配向させるステップ（ステップｉｉ））と同時に又はステッ
プｉｉ）に続いてのいずれかにおいて行うことができる。
【００５６】
　[056]本発明による不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンは、偽造、改ざん
及び違法な複製からセキュリティ文書を保護するためのセキュリティ要素又はセキュリテ
ィデバイスとして使用されてもよい。「セキュリティ文書」という用語は、通常、少なく
とも１つのセキュリティ機能によって偽造又は不正行為から保護される文書を指す。セキ
ュリティ文書の例としては、有価文書及び有価商品が挙げられるが、これらに限定されな
い。有価文書の典型例としては、銀行券、証書、チケット、小切手、バウチャー、収入印
紙及びタックスラベル、契約書など、パスポート、ＩＤカード、ビザ、銀行カード、クレ
ジットカード、取引カード、アクセス文書、セキュリティバッジ、入場券、乗車券、セキ
ュリティスレッドなどの身分証明書が挙げられるが、これらに限定されない。「有価商品
」という用語は、例えば、本物の薬物のようなパッケージの内容物を保証するために１つ
又は複数のセキュリティ機能を含み得る、特に医薬品、化粧品、エレクトロニクス又は食
品産業のためのパッケージ材料を指す。これらのパッケージ材料の例としては、認証ブラ
ンドラベル、タックスバンデロール、タンパーエビデンスラベル及びシールなどのラベル
が挙げられるが、これらに限定されない。
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【００５７】
　[057]また、本明細書において、本発明による不可逆的に磁気的に誘導された画像又は
パターンを含むセキュリティ要素又はデバイス、及び１つ又は複数の該セキュリティ要素
又はデバイスを含むセキュリティ文書が記載されている。
【００５８】
　[058]本発明におけるセキュリティ文書に使用するための適切な基板としては、紙又は
セルロースなどの他の繊維材料、紙含有材料、プラスチック又はポリマー基板、複合材料
、金属又は金属化材料、ガラス、セラミック、及びそれらの組合せが挙げられるが、これ
らに限定されない。プラスチック又はポリマー基板の典型例は、ポリプロピレン（ＰＰ）
、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）及びポ
リエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）で作られた基板である。複合材料の典型例としては
、紙及び少なくとも１種のプラスチック又はポリマー材料の多層構造又は積層物が挙げら
れるが、これらに限定されない。
【００５９】
　[059]セキュリティ文書のセキュリティレベル並びに偽造及び違法な複製に対する耐性
をさらに向上させる目的で、基板は、透かし、セキュリティスレッド、繊維、プランシェ
ット、発光化合物、ウィンドウ、ホイル、デカール、コーティング及びそれらの組合せを
含んでいてもよい。
【００６０】
　[060]本発明の一実施形態によれば、本明細書に記載の基板は透明である。本発明の文
脈において、「透明」という用語は、人間の目が可視スペクトルの少なくとも一部で透視
することができるという意味で使用されている。本明細書で使用される「透明」という用
語は、可視スペクトル（４００～７００ｎｍ）の少なくとも一部で光学的な透明性を提供
することを意味し、人間の目が可視スペクトルの少なくとも一部において透視することが
できるという意味で使用される。観察者が基板を透視することができるように、可視スペ
クトルの少なくとも一部で透明であれば、透明基板は全体又は一部が着色又は色付けされ
てもよい。透明基板は、有利には、基板の両側から上述の不可逆的に磁気的に誘導された
画像又はパターンを見ることを可能にし、したがって、本明細書に記載の多色性微小球、
好ましくは二色性微小球の異なる色を見ることを可能にする。
【００６１】
　[061]本発明の一実施形態によれば、本発明によるセキュリティ文書は、本明細書に記
載の不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンの下又は上のいずれかに、１つ又は
複数の追加の層又はコーティングをさらに含んでいてもよい。もし基板と本明細書に記載
の不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンの間の接着性が、例えば、基板材料、
表面の不均一性又は表面の不均質性のために不十分であれば、当業者に既知であるように
、基板と不可逆的に磁気的に誘導された画像若しくはパターンの間に、追加の層、コーテ
ィング又はプライマーを適用してもよい。さらに、国際公開第２０１０／０５８０２６号
に開示されているように、基板と不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパターンの間の
、追加の層、コーティング又はプライマーの存在は、磁気的に配向された画像に基づくセ
キュリティ要素の視覚的な面を改善するために使用することもできる。
【００６２】
　[062]防汚性又は耐薬品性を通じた耐久性及び清浄度を向上させる目的で、すなわち、
セキュリティ文書の流通寿命を向上させる目的で、１つ又は複数の保護層が不可逆的に磁
気的に誘導された画像又はパターンの上に適用されてもよい。１つ又は複数の保護層は、
存在する場合、典型的には、透明であっても又はわずかに着色若しくは色付けされてもよ
く、多かれ少なかれ光沢があってもよい保護ワニスで作られている。保護ワニスは、放射
線硬化性組成物、熱乾燥組成物又はそれらの任意の組合せであってもよい。１つ又は複数
の保護層は、放射線硬化性組成物から作られていることが好ましく、ＵＶ－Ｖｉｓ硬化性
組成物から作られていることがより好ましい。
【００６３】
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　[063]本発明の一実施形態によれば、本発明によるセキュリティ文書は、不可逆的に磁
気的に誘導された画像又はパターンの上に、１種又は複数種のコレステリック液晶材料を
含有する１つ又は複数の追加の層又はコーティングをさらに含んでいてもよい。１種又は
複数種のコレステリック液晶材料を含有する１つ又は複数の追加の層又はコーティングは
、連続であっても不連続であってもよく、不可逆的に磁気的に誘導された画像又はパター
ンを部分的に又は完全に被覆し又は重ね合わせてもよい。「コレステリック液晶材料」と
いう用語は、１種又は複数種のコレステリック液晶ポリマーで作られたフィルムとそれら
から得られる顔料の両方を包含する。偏光フィルターを用いてのみ可視又は検出可能であ
る半潜在的セキュリティに加えて、コレステリック液晶材料は、顕在的（すなわち、人間
の肉眼で可視である）セキュリティとして、視野角の変化に伴う可視のカラーシフト効果
を含む可視光特性を示す。上述のように、コレステリック液晶顔料の光学特性は干渉効果
を含む。色の干渉効果及び強力なカラーシフト効果を発生させる又は生じさせるために、
コレステリック液晶材料を含有する層は、吸収面、好ましくは十分に暗い表面に直接又は
間接的に好ましくは適用される。「吸収面」という用語は、好ましくは暗い色の表面に、
光の可視スペクトルの少なくとも一部を吸収する層を指す。硬化したインク組成物内の多
色性微小球、好ましくは二色性微小球の配向に応じて、１種又は複数種のコレステリック
材料を含む追加の層の存在から生じた特定のデザインを得ることができる。強力なカラー
シフトは、１種又は複数種のコレステリック材料を含む追加の層が、部分コーティング、
好ましくは暗い部分コーティングが追加の層に面するように配向される多色性微小球、好
ましくは二色性微小球を被覆又はそれらに重なる領域（複数可）において得ることができ
る。
【００６４】
　[064]本発明によって与えられる解決策の有利な特性は、所望の規定された磁場におい
て本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小球を配向させ、該インク組成物
を硬化又は固化することにより、インク組成物中の多色性微小球、好ましくは二色性微小
球の配向及び位置を固定することによって、高解像度の画像を提供し、影を含む異なる色
合いの組合せを提供し、３Ｄ効果を提供する能力にある。さらに、容易に配向可能（例え
ば、可動及び／又は回転可能）な本明細書に記載の多色性微小球、好ましくは二色性微小
球を組み込むことは、インク中の顔料の望ましくない詰まりを防止し、したがって、該微
小球を含むコーティング又は層の均質性を向上させる。
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【国際調査報告】
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